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　　　　　　　　　緒　　言
　基本的な生活習慣が形成される幼児期に培われる，
食物選択の素養1，2，は，生涯の食の行動様式や，栄養状
態に反映されるであろうと推測されている3）4）5）fi）。それ
ゆえに，栄義学の理論を生活の中に習慣化させるため
には，人の生涯の出来るだけ早い時期からの，たゆま
ない教育が必要である。著者らは，その方途を探索し，
幼児期の栄養指導に関しより適切な示竣を得るたあに
系統的研究を企図した。その一端として，新潟県内幼
児の食物・栄養素等の摂取の実態について，生活環境
別（山・農村，漁業地域および都市近郊の4地域）に，
かつ時代の流れによる推移を把握するために，昭和41
年（1966年）度より同一地域を同一の方法にて，数年
の間隔で継続調査を試みることとした7）s｝9）10｝。
　昭和40年（1965年）頭初，一般家庭の幼児の食物・
栄養素等摂取の実態に関してはあまり明らかにされて
おらず，その調査研究はようやく緒に着いたところで
あった。その後，20有余年の間に，わが国のめざまし
い高度成長を契機とする経済，社会変動の中で，食生
活も歴史上かつて見られなかった画期的な変化をと
げ1r），発育期栄養の充足ももたらされたが12），他方，食
事の価値感が変貌し，心身の健康・栄養問題などに多
くの新しい問題を投げかe・」－i3）1A）：s）16），幼児の食生活へ
の関心はとみに高まり，その調査研究は枚挙にいとま
のない程多数になった。やがて，1965年にM．
Reisman・7，が，成人病予防に対置した小児栄養のあり
方について勧告した実態が，1970年代後半よりわが国
でも問題視されるようになりtS”e）2D），今日では，小児期
におけるその危険因子保有状況を各人に知らせ，各個
人が予防を実施するように導く方向へ小児保健領域の
研究が進展している2「）22）23｝。
　さらに高齢化社会の到来をひかえて，健康の自己管
理の必要性が提唱される中で，改めて，成人してから
では遅く，ライフサイクルの原点にある乳幼児期にお
ける食生活の善尋に，積極的に意が注がれる状況に
至った24｝z5）26）．
　この度，著者らの実施している継続調査が，山・農
村および漁業地域の3地域において20年目の調査を終
了し，3地域に住む幼児の食物・栄養素等摂取の実態
に闘して，昭和40年（1965年）代前半から，昭和60年
（1985年）代前半ならびに平成元年（1989）度に至る
約20年間の推移について検討を試みたので，その結果
を報告する。
　　　　　　　　　調査方法
　1．調査対象地区の概況
　調査対象地区の概況は表1に示すとおりである。
　2．調査対象
　調査対象は表2に示すとおりである。山・農村は悉
皆調査，漁業地域では初回とee　2回調査のみ悉皆調査
であり，他は調査を依頼して協力の得られた対象であ
る。
　3．調査時期と期間
　表2に示す年度のそれぞれ四季の各連続した3日間
（通年12日間）である。
　4．調査内容と方法
　1）　食物摂取状況調査1国民栄養調査に準ずる個
人別秤量方式によることとし，対象児の母親に秤・計
量器具を用いた秤量記録を依頼した。なお，給食掻i取
状況の調査は保育園・幼稚園の担任の保母・教諭の協
力を得て実施した。
　エネルギーおよび栄養素摂取量は，初回調査から昭
和56年（1981年）度までは三訂食品成分表謝，昭和58年
度以降は四訂食品成分表2e｝，食物繊維，脂肪酸，食品中
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表2　調査対象
調　　査　　対　　象　　地　　域
山　　　村 農　　　　村　　　　　　　　　漁業地域
????
調査対象
男児7名@　　　｝20名女児13名
ｽ均年齢4．8歳
ﾆ庭保育
_業世帯
ｽ世代家族
男児7名@　　　｝10名女児3名
ｽ均年齢‘．7歳
ﾛ育所児童
_業世帯
ｽ世代家族
男児5名@　　　114名女児9名
ｽ均年齢4．8歳
ﾛ育所児童
刹ﾆ世帯
ｽ世代家族
i魚介類を自給）
調査年度 昭和41年 昭和43年 昭和44年
?????
調査対象
男児4名@　　　｝13名女児9名
ｽ均年齢4、8歳
ﾆ庭保育
_業世帯
ｽ世代家族
男児7名@　　　｝10名女児3名
ｽ均年齢5．2歳
ﾛ育所児童・幼稚園園児
_業世帯
ｽ世代家族
男児6名@　　　｝13名女児7名
ｽ均年齢4．8歳
ﾛ育所児童
剄ﾘ世帯
ｽ世代家族
i魚介類を自給）
調査年度 昭和46年 昭秘8年 昭和49年
?????
調査対象
男児3名@　　　｝10名女児7名
ｽ均年齢5。1歳
ﾛ育所児童
_業世帯
ｽ世代家族
男児7名@　　　｝14名女児7名
ｽ均年齢5．1歳
ﾛ育所児童・幼稚園園児
_業世帯
ｽ世代家族
男児3名@　　　｝18名女児15名
ｽ均年齢5．3歳
ﾛ育所児童
嵭p勤労者世帯
j家族が72％
i魚介類を購入）
調査年度 昭和50年 昭和53年 昭湘54年
?????
調査対象
男児6名@　　　｝10名女児4名
ｽ均年齢5．0歳
ﾛ育所児童
_業世帯
ｽ世代家族
男児4名@　　　｝9名女児5名
ｽ均年齢5．4歳
ﾛ育所児童・幼稚園園児
_業世帯
ｽ世代家族
男児呂名@　　　｝11名女児3名
ｽ均年齢5沼歳
ﾛ育所児童
嵭p勤労者世帯
j家族が55％
i魚介類を購入）
調査年度 昭和56年 昭和58年 昭和58年
?????
調査対象
男児3名@　　　｝6名女児3名
ｽ均年齢5．0歳
ﾛ育所児童
_業世帯
ｽ世代家族
男児7名@　　　｝8名女児1名
ｽ均年齢5．1歳
ﾛ育所児童・幼稚園園児
_業世帯
ｽ世代家族
男児5名@　　　｝9名女児4名
ｽ均年齢5．5歳
ﾛ育所児童
嵭p勤労者世帯
j家族が67％
i魚介類を購入）
調査年度 昭和61年 平成元年 平成元年
註：平均年齢は調査年度の10月1日現在の平均値
一85一
県立新混女子短期大学研究紀要　第27集　1990
表3　本鯛査に使用した食品構成
（iii位：9）
年齢・性 4－5歳 6 歳
食品群 ? 女
?
女
穀測美ソ．め灘 140P00 120W0 ユ50P20 130P0D
い　　　も　　　類 30 30 30 30
砂　　　糖　　　類 5 5 10 10
菓　　　子　　　類 40 40 50 45
油　　　脂　　　類 1⑪ 10 10 ユ0
豆　　　　　　　類 40 40 40 40
緑　黄　色　野　菜 50 50 55 55
その他の野葉 100 100 110 110
果　　　実　　　類 100 100 100 100
（海　　草　　類） （1） （1） （1－2） （1～2）
魚　　　介　　　類 30 30 40 40
肉　　　　　　類 30 30 35 35
卵　　　　　　　類 50 50 50 50
乳　　　　　　類歯 300 300 290 290
註：＊印は生乳に換卸した数値である。
＝レステロール摂取量は食品含量表鋤を用いてそれぞ
れ算出した。得られた成績のうち栄養素等摂取量の比
較基準には，対象児の性，年齢，体重から個人別に鏡
定した栄養所要量鋤3邑聞を用い，食品群別摂取量の比
較基準には手塚らs3）の食糧構成（表3）を適用し，各々
に対する摂取割合を求めた。動物性タソパク質所要量
は動物性タソバク質比の推奨盤を50％とし，脂質所要
量は脂肪エネルギー比の推奨値を25％としてそれぞれ
算出した。なお，比較基準に対して摂取割合が
91　一一　110％を適量摂取，50％以下を摂取不足，201％以
上（食品の場合）または151％以上（栄獲素等の場合）
を多量摂取として、各群に属する対象児数を百分率で
示した。
　2）　体位測定：身長，体重を測定し，各調査年度
の対応する昭和45年，50年，55年，60年および65年に
おける日本人の栄養所要量作成に用いられた体位（推
計）基準値3°｝31｝32｝と対比して，比率を求めた。
　3）　体力測定；平飯力（棒上片足立ち），筋持久力
（体支持持続時間），瞬発性（立幅跳び）および調整力
（両足連続跳び越し）の4種目について実施した。そ
の評価は，新潟県教育委員会による幼児の運動能力基
準33｝に従い，3点を中位とする5段階法によって行っ
た。
　4）　歩行歩数の測定：対象児の運動量の一実態を
把握するために，タニタ万歩計を装着させ，連続1週
間の歩行歩数を測定し，1日当り平均歩数を算定した。
　　　　　　　結果および考察
1．摂取食品数の20年間の推移
1人1日当り摂取食品数は表4に示すように，
表4　摂取食品数の推移
調査年度 摂取食品の総数 動物性食品数 植物性食品数 間食食品数
昭和41年 15±3．8（25．3） 2±0．3（ユ5．O） 13±0．8（6．2） 3±O．5（16の
46年 23±4．4（17．6） 3±O．5（16．O） 20±4．4（22．0） 4±O．8（20、O）
山　　村 50年 22±2．6（11．8＞ 4±1．5（37．5） 18±1．6（8．9） 4±O．8（20．0）
56年 24±8．8（36．7） 5±1．4（28』） 19±5．1（26．8） 4±2．3（57．5）
61年 25±2．2（a7） 5±0，8（16』） 20±L6（7．9） 5±O．5（10．0）
昭和43年 17±L⑪（5．9） 3±0、8（26の 14±LO（7．1） 3±O，6（20．O）
48年 23±2．7（11．7） 4±0，8（20』） 19±2．0（工0．5） 4±1．0（25．O）
農　　村 53年 29±3．2（11．O） 7±1、3（18．6） 22±2．2（工0．0） 4±O．6（15』）
58年 23±6．7（29。1） 5±2．1（42』） 18±5．4（30．0） 4±1、O（25．0）
平成元年 32±2．6（8．1） 7±O．7（10．9） 25±2．3（9．2） 5±1．4（28．O）
昭和44年 21±1．3（6．2） 5±0．5（10．O） 16±1．弓（8．8） 4±0　（⑪）
49年 28±2．7（9．6） 5±0．5（10』） 23±2．9（12．6） 5±O．6（12，0）
漁業地域 54年 28±1．3（4．6） 6±0、5（8．3） 22±1．3（5．9） 4±O　（0）
58年 23±6．7（29ユ） 5±0。1（2．O） 18±5．4（30．O） 5±1．0（20』）
平成元年 32±2．1（6．5） 6±0．8（13．3） 26±L5（5．8） 5±O．7（14，0）
註　1人1日当りrt±SD，（　）は変動係数。
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15－21種類から25～32種類へ推移し，20年間に工O－－15
種類増加したが，概して山村幼児は他の2地域に比し
2・’－7種類少ないまま推移している。動物性食品数は
山・農村幼児では2～3種類から5～7種類へ約2倍
強増えたが，漁業地域幼児では20年来5～6種類で変
化が見られなかった。植物性食品数は13～16種類から
20～26種類へ推移し，それぞれ1．5～1．8倍の増加が見
られた。闘食の食品数は，3～4極類から5種類に増
え，20年間に地域差がなくなった。なお，対象児にお
ける摂取食品の種類の一季節分を表5，6，7にそれ
ぞれ総括したが，生活環境別による差異を有Lつつ，
時代の推移と共に多様化傾向がうかがわれる。
　2．献立の比較とその20年間の推移
　対象地域の幼児の献立を集約していると思われる一
世帯についての，夏と冬の各調査第2日目の献立をそ
れぞれ表8に示す。ここでは食生活研究会創案35〕の献
立型表示法にならい，対象児らの献立を5つのタイブ
（A：米飯・汁・潰物，B：A＋植物性食品の主菜1
品，C：A十動物性食品の主i菜1品，　D：A十主菜2
品，E：粉食，但し，副菜がある場合は，それぞれa，
b，c，　d，　eとする。）に分類して表示した。朝食で
は，山村幼児においてa型→B型→C型→c型へと漸
次充実し，典型的な改善状況を示しているのに比し，
他の2地域では初回調査時よりすでにc型が供され，
20年後においてもc型であり，またはe型（パソ食）
になるなど，地域差が観察された。なお，基本型Aの
漬物に関しては，20年間通して供されていたのは山村
のみで，農村では昭和58年（1983年），漁業地域では昭
和54年（1979年）までであった。
　昼食については，食品の種類と調理法が多様な保育
園給食が，対象児の食事内容のバラエティを高めてい
ると思われる。
　夕食では，山・農村においては主としてc型でt魚
介類か肉類の主菜hS－一品供され，漁業地域においては
主としてd型で，魚介類と肉類の主菜が二品供される
場合が多い。副菜としては山・農村では煮物，漁業地
域ではサラダが多く供されていた。いずれにおいても
時代と共に献立は多彩になってきている。
　3．摂取食品の充足状況とその20年間の推移
　対象児の食品群別摂取状況の20年間の推移は表9の
とおウである。また，食品構成目安量に対する摂取割
合の20年間の推移を図1に，食品構成目安量に対する
食品群の摂取不足，適量・多量摂取児数の1e　一・　20年間
の推移を表10に示した。調査年による年齢差，性差を
不問にして見るならば，この20年間を通して摂取量に
さしたる変動の見られなかった食品群は，3地域共に
皆無であり，増減いずれかの変動が観察された。初回
調査年に比し，とくに変動の有意であった食品群で増
加したものは，3地域共通には肉類のみであった。漁
業地域では第2回調査年より，農村では第3回調査年
より，山村では第4回調査年よりそれぞれ肉類摂取量
が目安量を超え，20年目の第5回調査年には，前2者
はやや減少傾向を示して摂i取割合が147・一一・157％とな
り，他方，山村は前2地域に追随して増加し，その摂
取割合は124％に至っており，地域差が如実に集約され
ている。その他に，山・農村において乳類と油脂類摂i
取量が有意に増加したが，山村の乳類のみは未だ充足
されていない。一方，有意に減少した食品群は，第3
回調査年以降における穀類と，同じく漁業地域の魚介
類の二種類である。漁業地域では，初回調査年におけ
る魚介類の過劉摂取傾向が，経年的に減少して是正さ
れ，魚介類の減少分が摂取量の増加した肉類によって
置換される形になって推移している。
　つぎに，有意ではなかったが注目される摂取状況を
示す食品群として緑黄色野菜があげられる。すなわち，
初回調査年から第4回調査年まで3地域共に低い摂取
割合で微増しつつ推移し，第5回調査年においてそれ
ぞれ98～120％に上昇したが，この背景として，緑黄色
野菜の指定に変動があったことを考慮しなけれぽなら
ない。三訂食品成分表2刊では緑黄色野菜と有色野菜（可
食部100g当りカロチソ含有量600μg以上の野菜，科学
技術庁指定）は同一であったが，四訂食品成分表2S）では
その分類が廃され，新たに厚生省が栄養指導用として，
有色野菜以外のle種類を含む緑黄色野菜を指定し，そ
れに基づいて摂取野菜を分類すると，従来よりは若干
高値となる場合が多い。
　なお，対象3地域のいずれかが適量摂取域に達しな
い食品群としては，初回調査年ではいも類，菓子類お
よび魚介類を除くIO食品群が該当していたが，第3回
調査年では7食品群となり，第4回調査年以降肉類が
充足され，20年目の第5回調査年では穀類（3地域共
通，60／－一　73％），その他の野菜（漁業地域のみ，89％），
卵類（3地域共通，76～90％）および乳類（山村，65％）
の4食品群に減じた。
　対象児6～20名における摂取割合の個人差は変動係
数で見る限り，砂糖類を除き概して調査年と共に縮小
傾向を示していた。また，穀類のそれはどの調査年に
おいても小さい方であり，対象児にとって穀類は目安
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表8　代表的な献立例・その一　山村幼児の場合
朝　　食 昼　　食 夕　．食 3食別｣立型 　　間　　食i）1ま保育所の間食?
米飯
ﾝそ汁
i馬鈴薯，玉慧，青菜）
米鰻
ﾝそ汁
i馬鈴薯，玉葱，青菜）
米娠
ﾝそ汁
iにら，卵，馬鈴薯）
粉末ジ昌一ス
ｩりんと5
gマ｝潰物 潰物 漬物（なす，きゅうり） a・c・B
?????
（??，????）??（??）
（たくあん）ソー七一ジ
gマト
煮物（蕗，さやいんげん，ちくお，馬鈴薯）
????? 栄飯
ﾝそ汁
i白菜，わらび）
米飯
ﾝそ汁（白菜，わらび）
ﾗ物（白菜）
米飯
ﾌつぺ汁．（里芋，油揚げ，人参，こ
せんべい
闕?閭hーッッ`潰物
i野沢菜）
油妙め（キャベツ、入参，ソーセージ） んにゃく）
ﾗ物（たくあん） a・B・C
おらびの浸し 卵とじ
（卵，玉葱，ちくわ，馬鈴
薯）?
米飯 米飯 冷麦 キャラメルみそ汁 みそ汁 潰物 食バソ
（わかあ，キャベツ） （わかめ，キャベツ） （きゅうり） 西瓜潰物
iなす、きゅうり）
油妙め（三長葱，卵，ピーマ
刀Cキャベツ）
野菜マヨネーズかけ
iトマト，レタス） B・B・e????? 煮物
i馬鈴薯、さやいんげん）
煮物
i鶏肉，さやいんげん，人
Q，麩）?????? 米飯
ﾝそ汁
i夫根，里芋）
妙めご販
iソーセージ，入参，玉葱，キャベツ）
米飯
ﾝそ汁
i潰i菜，里芋，酒粕）
せんべい
`，みかん?
漬物
i野沢菜）
潰物
iたくあん）
潰物（白菜）
Vぷら B・B・c煮豆 みそ汁 （甘薯，ちくわ，ソーセー
（朝の残り） ジ）
金平ごぼう?
栄飯 （弁当） 米飯 山羊乳，西瓜
みそ汁 米販 カレー汁 菓子パソ
（わかめ，葱） 卵焼き，鶏肉唐揚げ，ウ （豚肉，馬鈴薯，人参，玉 （牛乳，飴，ビスケット）
潰物
iきゅうり）
インナーソーセージ，奈
ﾇ潰，梅干
葱）
ﾐ物（たくあん） C・D・d????? 焼魚
i塩鯖）
煮物
iいか，なす，麩）
ｫゅうりもみ????? 米飯みそ汁
i豆腐，わかあ，葱）一
米飯
ﾝモ汁
i豆腐，わかめ，葱）
米飯
?`i鶏肉，馬鈴薯，人参，葱）
大学いも，飴
ﾝかん、柿?
潰物 煮物 潰物（たくあん） C・C・c
（野沢葉，たくあん）
ｶ卵
さつま揚げ，大根，人参，椎茸，うど） 煮物
iこごめ，油揚げ，こん
にゃく，椎茸，人参）?
米飯 （給食） 米飯 米菓，西瓜
みそ汁 米飯 みモ汁（豆腐，葱） 飴
（おかめ，なす） 竹輪のチーズ詰め揚げ 漬物 （牛乳，米菓），’
潰物
iきゅうり・梅干）
?ゥ?ッ????????
（らっきょう，なす）
ﾏ魚（いわし，なす） c・c・c
．　　1
????? 卵焼き
｡付のり
みそ汁 サラダ（きゅうり．キャベ
c，トマト，馬鈴薯，ヨ
K）????冬 禾飯
ﾝモ汁
iわらび，抽揚げ）
（給食）
ﾄ飯?`
米飯，
ﾝそ汁（里芋，大根）
ﾐ物（野沢菜）
焼きいも，みかん
ﾄ菓，キャラメル
i牛乳，ビスケット）
潰物
iたくあん）
カッブエッグ
ﾊ物
唐揚げ（鶏肉）
ﾏ物 c・D・c油妙あ（キャベツ，人参， （切干大根，人参，こごめ，
ハム，もやし） こんにゃく，ちくわ）
味付のり’?
米飯 （給食） 米飯 桃，どらやき
みそ汁（馬鈴薯，なす） 米飯 みそ汁（豆腐，葱） 米菓予
潰物（き中うり，野沢菜） ささみのケチャップ和え 潰物（たくあん） （牛乳，クッキー）
卵焼き（にら入り） サラダ 唐描げ（いわし） c・c・d???? トマト 清汁 麻婆茄子（豚肉，なす，人
Q，いんげん）サラダ（きゅうり，ヨ…葱）
???61??冬 米飯
ﾝそ汁（大根・油揚）
ﾗ物（たくあん、野沢菜）
（給食）
ﾄ姫{肉とさつまいもの旨煮
米飯
ﾝそ汁（白菜，里芋）
ﾗ物（たくあん）
りんご
|テトチッブ
`ョコレート
目玉焼き にら卵スープ 焼き肉（豚肉，玉葱，もや C・C・C （牛乳，あられ）
大根おろしのしらす干し し，キ＋ベツ）
かけ 煮物（ちくわ，人参，こん
にゃく，大根）
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表8　代表的な献立例・その二　農村幼児の場合
朝　　食 昼　　食i給　　食） 夕　　食 3食別｣立型
　　間　　食i）は保青所の問食?
米飯 米姫 米鰻 チョコレート
みそ汁（馬鈴蒋，わかめ， ロロッケ みモ汁（馬鈴薯，なす，葱） 西瓜
葱）
b物（きゅうり）
トマト
?燕ﾘ塩もみ
潰物（なす）
竃ｭめ（豚肉，いんげん， C・C・C
乳酸菌飲料
}豆???? 鯖の水煮，トマト
ﾓりかけ
人参，ヨii葱）
Z豆，トマト
（ミルク，クッキー）
??43??? 米飯
ﾝそ汁（1幅鈴薯，キヤベ
c）
ﾗ物（たくあん）
米飯
Vぷら
ｩき卵汁
?ﾘ塊もみ
米飯
ﾝそ汁（馬鈴薯1葱，鯵）
ﾗ物（たくあん）
ﾏ物（油揚げ、しらたき， b・c・b
どら焼
ﾝかん
緖_菌飲料
iミルク，ビスケット）
油描げの煮物 人参，キ＋ベツ）
ふりかけ 納豆，ほうれん草の浸し?
米飯 米飯 米飯 バナナパソ
みそ汁（馬鈴薯，なす，葱） ふわふわ才ムレツ みそ汁（しじみ） 牛乳
澱物（なす）
繒ｴめ（ウイソナー，キ＋
ハムソテー，トマト
ﾝモ汁
漬物（なす・うり）
ﾏ物（鶏肉，人参，ピーマ c・d・D
西瓜
iミルク，せんべい，飴）?
昭 ベツ，ピーマソ） ソ，玉葱，卵）
2
?
焼のり 焼魚（いわし）???48??? 米飯
ﾝそ汁（里芋、大根）
菇ｭめ（豚肉，キ＋ベツ，
sーマソ）
米飯
?ｵめ
ﾔ型卵
Tラダ
米飯
ﾝそ汁（馬鈴薯，葱，麩）
鴛ｨ〔たくあん，白菜）
ﾏ物（抽揚げ，卵，人参， c・d・D
バナナパソ
ﾝかん
緖_菌飲料
iミルク，ビスケット）
卵焼き 大根）
焼魚（ししゃも）?
米飯 米飯 米販 西瓜
みそ汁（馬鈴薯，なす，葱） コーソシチ昌ウ みそ汁（馬鈴薯，わかめ， せんぺい，．
潰物（き中うり） ゆで卵 いんげん） ブリソスメロγ
φで卵，しゅうまい サラダ 潰物（なす） D・d・e （バナナ，飴）
塩いか 焼魚（鯖），枝豆?
昭 さやいんげんのごま和え
3 和 トマト???53??? 米飯
ﾝそ汁（里芋，白菜，葱）
ﾐ物（たくあん）
熾ｽごぼう
米飯
Eインナー7リッター
ｶゃがいも妙め煮
ﾝかん
米飯
ﾝそ汁（馬鈴薯，豆腐，葱）
ﾗ物（たくあん）
Vぷら（かれい，玉葱，人 d・o・c
せんぺい
ﾝかん
Jステラ
iミルク，ビスケッ1ト，飴）
卵焼き，ミニハンパーグ 参）
ほうれん草の澄し，煮豆?
米飯 米飯 米飯 チョコレートパン
みそ汁（馬鈴薯，キ＋ぺ カレー みそ汁（馬鈴薯，大根） プリソ
ツ）
ﾗ物（きゅうり）
7ルーツボソチ 潰物（きゅうり）
｢かの刺身 o■c°c
ブリソスメロソ
iミルク，バームクーへ?
昭 焼魚（甘ロ塩ます） 南瓜の煮物 ン）
4 和 なすの油妙め トrF卜???58??? 米姫
ﾝそ汁（里芋，大根，打ち
､）
米飯
e子煮
`ーズ
米娠
ﾝそ汁（里芋，白菜，打ち
､）
シュークリーム
ﾓかしいも
iミルク，せんべい）
潰物（たくあん）
ﾚ玉焼き
りんご
ｲま塩
然しめ（里芋，人参，かま
ﾚこ，しいたけ，こんにゃ c。c・d
煮Lめ（大根，いかの足） く，いくら）
焼魚（鮭）
とろろ（長芋）?
米姫 米飯 米飯 ブリソスメロソ
みそ汁（玉憲，なす，馬鈴 鯖の唐描げ みそ汁（大楓菜，油揚げ） 乳酸菌飲料
薯） 金平ごぼう 演物（きゅうり漬） プリン
目玉焼き にら卵汁 焼魚（甘塩鮭） C■C．C （ミルク，飴，あられ）
トマト プチトマト サラダ（もやし、ハム，
第 平 海苔佃煮 き中うり）??? 南瓜の煮物
?????冬 米飯
ﾝそ汁（白菜，打ち豆）ベーコソニ，グ
[豆
米飯
ｪ宝菜
?ﾅ卵
閧?ｲ
米飯
ﾝそ汁（里芋，大根）
ﾂけもの（たくあん）ハンバーグ
c■｛：■c
りんご
緖_苗飲料
ｹ（ミルク，せんべい，フィ
ポテトサラダ，煮豆 ソガーチヨコ）
ほうれん草の浸し
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表8　代表的な献立例・その三　漁業地域幼児の場合
朝　　食 　昼　　食i保育所給食） 夕　　食 3食別｣立型
　　間　　食（）は保青所の問食
?
米飯 米飯 米飯 せんべいみそ汁（葱，なす，あじ） ウインナーフリシター みそ汁（あじすり身，な ジュ・一ス
潰物（たくあん） かき卵汁 す） ≠ヨコレート生卵 ドマト 潰物（き瞳うり） c・c・D （ミルク，クッキー）
????? 牛乳 刺身（いなだ，かれい）ﾏ物（豚肉，しらたき，玉
K，なす）????? 米飯
ﾝそ汁（大根，打豆）
ﾗ物（たくあん）
ｶ卵
米飯
ﾘ肉竜田揚げフレンチサラダ
ﾝそ汁
米飯
ﾝそ汁（もやし，油揚げ）辱潰物（白菜）
ﾏ魚（たら） c・c・D’
みかん
酷福
んごあ
轤浸し（わらび）? 物（ちくわ，さつま揚? ミルク，カステラ）
，昆布，大根，人参）?
?姫? 飯? 飯? イダーそ汁（豆腐，ぶりのあ? コ百ッケ? そ汁（なす，麩）? どう
，葱）? ャベツ，みかん缶詰? 物（たくあん）? 瓜物（きゅうり）? パゲッティーソテー? 魚（いか）? ・c・D? ルピス
??? ??? 魚（ぶり）? ミルク、ビスケット）
??
??飯? 飯? 飯? かん?? そ汁（大根，油揚げ）? でん? そ汁（豆腐，大根）? ョートケーキ物（たくあん）煮
宦iはたはた）?
ムサラダみ
ｩん?
物（たくあん）焼
宦i蛙），刺身（いなだ）? ・c・d?
ーヒー牛乳（
~ルク，あられ）
物（里芋，人参，大根，?
ぼう）?
?飯? 飯? 飯? イスクリームそ汁（じゃがいも，な? 肉からあげ? そ昔（魚のあら，豆腐）? ジニース．
）? ルーツサラダ? 物（なす）? 子パソ
物（きゃうり）? 汁? 身（いなだ）? ・c・d? でとうもろこし??? ムエワグ，トマト味tのウ? 子（市販品）サ宴_（レタス，きφうウ
Cトマト）?
ミルク，あられ，飴）
? 4?????飯みｻ汁（里芋，もやし，油? 飯コーンシチュウ? 飯みｻ汁（白菜，油揚げ）? 、かん牛
げ）? インナーソテー? 魚（鯖）? ’ヨRレート物（白菜）? かん? 豚（市販品）? ・c・d? んべい豆，目玉焼き，油いた? カロニサラダ（マカロ? ミルク，かりんとう）
（キやベツ，人参）? ，　委」β，　　ソ　ーrセ：一　ジ，　　ミ　　ッ?
スベジタブル）?
?飯? 飯? 飯? ュースそ汁（わかめ，油揚げ）? レー? そ汁（大根，さやいんげ? んぺい
焼き? ルーツポンチ? ）? ，西瓜
マト? 魚（きす），大根おろし? 。c・d? ミルク，せんぺい）
乳? 肉から揚げ???? 菜サラダ（トマト，きゅ．うり，人参，レタス）?
???8年?? 販みｻ汁（じゃがいも，豆腐j?
飯す
ｫ焼き風煮チ
[ズ?
飯鍋
ｨ（たら，春菊，白菜，葱
C白滝，豆腐，えのき?
かん，焼きいもボ
eトチップ乳
_飲料焼き? んご? ）? ・c・d? ミルク，スナック菓子）
付のり? ま塩? ラダ（キャベツ，きゅう?
乳? ，人参）?ムカツ（市販品）?
?パン? 飯? 販? イスクリーム
ーガリソ? りどり? リームシチ昌一?
乳? 色和え? 豚肉，馬鈴薯，人参，玉? 瓜
ーロソニッグト
}ト?
ーズ焼
ｫのり?
葱，ホールコーン，シチ
ｹ一の素）? ・C・d?
ミルク，クッキー）
? 魚（さんま）??? 野葉（ミニトマト，レタ?? ? ）?????
?パンマ
[ガリソ牛?
飯鯖
ﾌかおり揚げの
ﾂ．ぺい汁?
販み
ｻ汁（白菜，里芋）生
I焼き（豚肉）?
ジュース，スナック菓子
ﾝかん
めもの? タス? 物（厚揚げ，椎茸，麩，? ・c・d? ミルク，クリームサン
ウイソナーソーセージ，? ーズ? 参，ごぼう）? ）
参，キ＋ベツ）? ラダ（きゆうウ，スイー?
コーン，貝割れ大根）?
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表9 食品群別摂取状況
?
．類
? ?
類 穀頻総丑 い
?
類 砂 塘
?
菓 子 類
?
脂 類 種
?
類
? SDCV ? SDCV ? SDCV ? SDCV
? SDCV ? SDCV ? SDCV ? SDCV
山　　村 1呂6 41 22 曙9 12 25235i2 1B 5岳 19 3410．O2．3 23 62 20 32 ‘．1 L332
初??
農　　村 M460 塔2 30 3612017明 30 17 36 31 呂8 5．110．o2DO78 55 71 4．23．9 9B “ 一 騨
壷
撫撫地城 15446 30 45 55122199？4 37 59 41 699，ε 9．0 92 62 37 60 ？．3 ‘，9 67
? 山　　村 15625 16 49 14 2920526 13 31 12 3912．05．o 弓2 63 20 32
?．
3．7 37 一 一 一
????? ???
農　　討
刹ﾆ地域
151
P57
41
Q6
27
P7
通0
Q6
苫2
P2
79
Sε．
191
P93
17
R6
??55
T9
39．
R5
60
T9
7．0
P4』
3．6
P0．O
51
H1
46
U0
25
S4
54
V＄
??5．1
U．5
57
T9
1．6
P．臼
1．7
T．1
106
Q68
???
? 山　　村 1ε0 ag 24 30 17 57’19011 6 4言 31 729．97．4 呂3 56 20 36 10 5．ε 59 ■ 一 ■
? ??
農　　村 1332呂 21 49 19 3918217 9 51 25 49823．1 38 50 15 窪o 153．3 22o．3P・6200? ?
?? ?
漁業地域 騨9625 27 44 19 43韓14 26 19 65 15 234．31．6 37 50 14 23 14 3．6 25 1．呂 o．5 28
位?? ? 山　　村 12B33 26 3き 21 63゜°P6 6窩 39 55 3呂 6910．73．2 30 70 23 33 14 6 4a 一 一 一
の 4?? ?? 農　　封 93 19 20 40 1日 4e●壷 23 工7 51 20 39622．7 ‘4 39 29 74 13 6 46O．10．330D
?
漁業地埴 ”工o 36 コ6 26 15 5巳 ゜1274言 34 53 15 296．93．1 46 65 23 35 12 3 25O．60．7117
? 山　　村 14425 17 25 12 4呂 ゜16929 17 39 18 ‘6 7．32．1 29 56 11 20 123．7 31 1．2 1．3109??
農　　村 10924 22 37 13 3514630 21 70 25 366．92．6 38 ｛6 20 43 15 2．8 19 1．50．7 ‘7?
??
漁業地域 12354 44 ‘9 26 5塩 工71 56 33 40 15 386．54．5 69 4石 22 48 122．9 2弓 3．o3；5117
山　　村 107ユ9 1B18662 3317437 2113843 31 39 9 24
初??
農　　村 置 一 一 齢 　 胴 72 25 35123lo585 6a 9213517a12472 40 3臼
??
一 ■ 置
ゆ笠 庶業地域 a3 37 45196i3呂 701661358214752 55 73 49 67
?? ? 山　　村 10424 23 45 26 5a 9B 21 21102娼 4223597 41 1哩1 4‘ 31゜10135 呂5
口口?? ???農　　村 93 15 16 3唇 21 58 83 14 172181306013772
?
11464 56 曾o
D
51 57 一 ， 一
?? ??
漁菜地域 10522 21 26 13 50 72 17 2哩 192臼8 511831055714075 54 10561 5呂???
??山　　村 ”807 9 14349 34 13945 3312443 35凸IOO
??
8
??
回 投　　村 一 一 一 ， 一 欄 呂1 1露 15171別 491357直 561ユ呂 40 馴
゜°､ a5 23 ← ■ ，
??? ???
撫業地域
　ρ
U5 10 1521782 39 45 17 ．3呂 1453B 26゜14234 2‘?
??
第 山　　村 ”7517 2言 1791025717973
‘1 17463 36餉14 60
??
ノo 4）? 回 農　　村 冒 邑 ’ 一 ■ 一 61
?
2317266 38 工05 33 ＆1 13696 〒1 99 5‘ 55 一 ■ 柵?? ???
渡傑地域 50 15 2517850 28125石6． 5315458 39
????
26 23
?? 由　　村 10513 12 26 12 46”715 7 13D59 4512659 4713‘ 31 23■■
窩7’ 30
??
農　　村 7ε 17 22 36 1‘ 59 60 1巳 22232呂5 3712765 5111353 く7 ”i5 28 18 　 一 一
調
??
津傑地域 92 45 49 49 27 55 73 29 39 13肛 49 37 95 79 呂3 10‘ 50 ‘臼 12229 別
註：＊P〈0．05，＊＊P〈O．Ol，＊＊＊PくO．001（劫回調査時との比較において有意lt一検定）
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一旦 類 緑黄色野菜 その他の野菜 果
?
類
? ?
類 熟
? ? ?
類 卵 類
?
類
調味料
n好飲料
●
? SDCV ? SDCV ? SDCV ? SDCV ? SDCV ? SDCVR SDCV ? SDCV ? SDCV ? SDCV
39 10 26 32 20 6言 16232 20 11366 591．62．31覗 43 21 ‘9 7 1 14 24 9 38 64 鶉 53 F 一 一
‘6 36 79 20 35175呂6 62 7215991 5‘ 3』 3．812736 27 75 16 2817542 3‘ 81 106123116骨 邑 昌
3日 27’ 75 20 231151‘1 89 6316115294L91』 55
???? ?
55 9 13 工44 27 17 6327211040 ‘9 39 BO
37 7 ユ9 31 11 36146674615577 50 1．4 O．8 57 32 8 23
? 5 63 37 10 27 38 10 26 一 騨 一
41 22 5‘ 23 17 742041679219呂1乞5 632．02．31ユ5 41 25 61 2ヨ 耳2 52 32 15 ‘7 14779 54 43 50Il6
55 32 57 2B 玉5 5415772 4615697 621．3o．5 38 昼6 5n 5B　3117 55 32
?? 5925713151 51 56110
4G 17 ‘3 32 12 臼8 19689 4515990 571．72．1 12ξ 33 24 73 25 23 92 46 23 50隔16176 42 昌 一 ■
35， 15 ‘3 31 16 5316979 4712495 773．02．‘ 80 49 27 55 ゜46 1呂 40 64 1呂 2816184 52 63 56 89
53 14 26 46 12 261日o 弓2 2611657 492ゴ 2．1 78 ゜70 a2 46輯4呂 14 29 45 9 2027‘ 77 2呂 35 12 a4
41 13 32 3B 11 29ユ63 71 44 147？3 50 哩、9 4．5 92 64 18 28゜’R08 27 35 25 69■● 44 16 与4 31 91
44 13 30 29 13 填5 72 20 2813141 312．31．6 70 42 22 52 ’‘9 22 46 54 21 39 ！61 85 53 85119140
55 33 60 ‘5 1乞 2710043 ‘3 18511261 5．43．1 59゜°R71臼 49’°T927 46 32 16 503581233魂
???
‘6 52
52 13 25 52 14 27工55 ユ8 12177ε6 493．22．5
? 51 15 29鱒4012 30 42 10 24・，・ 66 34 ，一 騨 一
37 1‘ 38 62 2“ 3212160 50 93 56 石o 3．81．7 妬 52 19 37幽゜S614 ao 45 18 40゜2鵠 3B 13 49 25 51
42 10 23 52 16 36 10‘
?
3511972 61 3．61．5 42鱒39’2i ．55 髄5119 37 9呂 12 3227667 2碁 50 ‘9 98
9呂 26
???
64 40 631β3 32 2011367 59 1姐 34 24 23
? 13 49 1ε 37 19 15 79
1M89 79 45 7015686 63 73 16992 54 一 一 一 114呂4 74 55 9915G邑弓 27 32 36 42117一 一 一
90 63 ？0 39 45115141呂9 日3 16115294 336盟o 71 26 3呂 14754 ‘5 83 93 3呂 犯
89 21 2些 61 24 呂9 1‘6 67 4615577 50 97 32 33 27 17 63 73 20 27 13 5 39
99 55 55 46 35 76205167呂1 19呂12563 ■ － 腎 13287 66 77 ‘5 58 66
??
51 49 27 55 ■ ■ 一
13967 娼 54 27 50 1‘7 62 4215699 63 24713253゜°P ‘6 45 64 33 52 89 35 40
10023 23 63 21 3319651 3115983 52 100
? 4 臼1 15 呂3 92 ユ6 17゜55 5 9
86 言9 45 65 33 5116373 4512‘ 95 77 一 一 ■ u27‘ 52’14963 d2 12昼 3B 30 56 13 23 － － 一
133
　し
Q7 20 昼6 22 26157　　一Sn 2610957 52 ．19981 41開1 q3 30 go 21 23 91 27 30
10229 28 73 22 3016254 4015170 46 20659 29帥1 50 49 71 51 72幽●， 15 16
11135 ヨ2 5呂 27 47 72 19 2612726 20 一 一 一 10953 49‘15080 531094ε 39 56 ヨ9 70 一 昌 ■
14074 53 呂B 2‘ 2711759 5019711260 ’11664 55鼻學 1055く 63 33 5211739 33
13034 26100?? 291511？ 11 17786 49135108791503呂 25畢魯 42 34 別 2工 25■■● 22 34
93 3‘ 371293日 3010542 40 93 56 ε0 343203591574ヨ 27゜14749 33 90 35 391991堵 14 一 昌 一
10726 24 9呂 2日 29 89 25 2呂 11972 6127119669鱒1 50 47’『5 57 35 76 23 30 97 22 23
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（％）
2so
200
150
Ioo
5e
o
、氏
?ー??
を〆
その他の野薬
1　’C初回調査（昭秘1～4撰年）：2，第2回調査（昭和46－－49年）；3，第3回調査
（昭和56－－58年）；5，第5回調査（昭和61　一一平成元年）
　図1　食品群別摂叡量の食品緕成目安量に対する摂取割合の20年間の推移
表10、食品構成目安量に対する
擾取割合 摂取不足50％以下
調査年産 初回調査i昭和41－44年）
第3回調査‘（昭秘0－54年） 第5回調査
i昭和61一平成元年）
調査地区
?
農 漁
? ?
漁
? ? ?
業 業 業
地 地 地
食品群別 村 村 域 村 村 域 村 村 誠
穀　　　　類 o 25 工4 0 o 6 o 13 0
い　　も　　頚 25 30 43 30 7 o o o o
砂　　躇　　類 30 65 28 40 o 69 17 25 3a
菓　　子　　類 10 10 14 10 7 0 0 o 11
油　　脂　　類 85 75 100 10 o o o o o
豆　　　　　類 5 25 29 20 7 o 0 13 o
緑黄色野菜 50 80 8B 70 36 0 o o o
その他の野菜 o 亟0 0 o o 0 o 13 0
果　　突　　類 30 10 o 40 o 13 o 25 u
魚　　介　　類 20 15 o 40 14 0 o o 11
肉　　　　　類 go 76 86 30 7 o
? 0 o
卵　　　　類 80 40 86 20
? 13 o 25 11
乳　　　　類 80 65 o 2⑪ 43 ? 33 o o
一96一
県突頭 介
?
??????〜35????3
肉　頚
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卵　頬 乳　頸
????? ?? ?
へΨ．ノ
1234512345123451234512345
（昭和50・一・・54年），4，第4回調査
食品群の摂取不足，適量・多量摂敵児数の10～2G年間の推移
（単位：％）
適丑摂取91～110％ 多皿摂取201％以上
初回調査 第3回調査 第5回調査 初回調査 第3回調査 第5回調査
（昭秘ト44年） （昭和50－54年）（昭和61一平成元年 （昭寂41－44年） （昭1和50～54年）（昭和61一平成元年）
? ? ? ?
農 漁
? ?
漁 山 畳 漁 山 農
?
山 農 漁
業 菓 業 業 業 業
地 地 地 地 地 地
村 村 域 村
?
域
?
村 域 村
?
域
?
村 域 村 村 域
20 15 14 30 36 6 o o 1工 o 0 o 0 o 0 0 0 o
25 5 14 o o o 33 13 o 15 0 o 30 29 50 17 75 11
10 o 22 o 21 o 17 13 o o 5 o 30 14 o o 0 11
10 15 21 30 36 6 17 13 工1 40 20 29 o o 6 o o o
10 10 o 工0 o o 33 13 11 0 o 0 10 14 6 o 0 o
25 o o 50 7 25 17 13 22 20 20 ? ? ? 6 0 0 o
25 5 o 10 14 25 0 13 67 0 5 o o o o o 0 o
15 10 14 10 14 6 0 25 33 10 5 o 60 43 13 o o 0
15 15 o 10 21 13 o 25 44 0 35 29 20 工4 6 0 13 11
20 15 o 10 7 19 0 25 11 5 lo 57 10 14 50 17 13 0
5 5 14 0 14 6 33 25 0 o 5 o 10 7 工3 17 25 33
5 5 14 10 14 31 17 o 33 0 5 o 0 0 o 0 o o
o 30 o o 14 31 17 3呂 44 o o 14 o 0 o o o o
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表11 栄養素等摂取状況の
ヱネルギー
?ソバク質 脂
? ? ?
カルシウ ム
（1｛ca1） 総且（9） 動物性 （9） 総量（9） 励物性（9） （9） （mg）
? SDCV ? SDCV ? SDCV ? SDCV ? SDCV ? SDCV ? SDCV
（％） （％） （％） （％） （％） （％） （％）
山　　村 1．刈49 149 1044．5 4．9 1113．9 3．5 2525．｛ 3．3 13 7，‘ 1．0 14 26呂 20 7 323 57
??
?
??
農　　村 1β90334 2449．014．O 2917．o ε、5 3827．0 ？．6 291L52．4 21 237 40 17 320134 42
F昏一Y撫業地域 1，582235 1569．026．6 3940．o22．9 5732．o10．6 3314．5 6．0 55 252 61 24 6D4188 ε1
?山　　村 1，4dO171 1240．4 5．9 ユ5 12』 3．7 2932』 呂．5 27 9．9 1．1 11 2刺 23 9　　29日
f
dO 13
??
農　　村 1，509272 1B49．012．7 2621．o 7．8 3737．o 7．8 21正4．0 2．2 16 245 ．44 1呂 45 18 4??
?「?????
撫第地域 1，702唱19 256臼．0 14．6 2332．o10．5 3344』 9．4 2121．2 5．9 2B 261 7且 ’2呂 538182 34?
（????山　　村 1，475202 1445．5 7．8 1720．0 3．9 2038．0 6．5 1717．4 4．n 23 236 19
?
3呂7 89 23
??回 農　　村 L609241 1557．012．5 22‘°Q9．o 6．7 23帥51．o12．2 24韓25，0 2．6 10 230 姐 1呂 4弓3 155 35????
漁集地域 1，616194 1259．5 6．o 1432．5 乱2 1臼 56．2 8．5 152呂．5 9．7 34 217 6ユ 28 6D41GD 17
）???
??山　　村 1，625231 M59．3 7．ε 1330．8 6．3 2047．810．O 趾 翌2．o 3．7 17 23呂 34 14 533 76 12
回 提　　村 1，316174 1348．6 9．0 19”27．1 7．6 2呂帥瑚5』 9．7 2221．8 6．4 30 179 27 15 39‘ lM 29?
???
漁巣地域 1，533212 1453．4 9．6 1629．65』 2054．2 7．1 132B．6 7．4 26 222 《8 22 6弓2 132 21
?山　　村 1，53？ 162 1154．7 4．5 8 26．3 3．7 1445．1 3．2
?
1‘．6 2．5 18 223 2G 9 48且 77 15
??
農　　村 L546232 1558』 7．？ 1333．9 ‘．8 逼 51．7 6．2 1222．6 4．3 19 201 噛ヨ 21 605 43 7?
???
撫業地域 1，574212 1356．a 6．6 1231．3 5．6 1950．3 9．4 1922ユ 5．9 27 219 3臼 18 50皿 74 正2
山　　村 96 15 1己 93 14 15 5呂 10 17 6正 12 20 77 14 1a?
??
醍　　村 91 26 2呂 92 31 34 百8 36 53 63 29 46一 一 一 一 一 一 73 33 45
中且 撤菜地域 9B 11 11 133 35 27 157 45 29 124 2ア 22 139 3D 22
?山　　村 101 4 4 9埼 8 9 58
? 14 82 12 15 72 3 4
栄 2? ?農　　村 9ε M 15 101 19 19 96 29 34 呂o 19 2司 一 一 ㎜ 一 一 一 96 34 35所 ??????﹇
漁撫地域 11d 22 19 133 30 23 137 3呂 28 132 38 29 120 23 工9
に???山　　村 96 ll 11 99 14 1唱 87 26 30 呂呂 28 32 86 16 19
????????．??
農　　村
ルﾆ地域
106
P09
1臼
P2
1呂
P1
122
P25
23
R4
1曾
Q7
゜°P29
@　145
35
Q9
27
Q0
”123
@　136
36
Q0
29
P5
一 一 一 一 一 一
1〔｝ヨ
P36
31
Q9
30
Q1
ム
????
?山　　村 111 M 13’132 1呂 14 139 22 16 H8 23 19 159 19 12
????
盤　　村 呂5 12 14 101 17 17髄112 2B 25鵬106 21 20一 一 一 一 一 一 99 29 29
租
?｛??
漁業地域 105 19 1呂 116 19 16 12呂 23 18 131 17 13 150 51 3d
??由　　村 10呂 4 4 ’正13 9 8的噛 P｛π 12 11帥115 7 6 騨1H陀 20 16
??
農　　村 1n6 12 Il 117 17 15”137 含8 20”128 14 11 一 榊 一 一 一 一
凸151 11 7?
昌壷一
R’［ 激錘地域 108 24 22 116 18 16 127 29 2コ 126 24 ユ9 150 1呂 12
註：｛1｝‡PくO．e5．＊半P〈O．01，＊＊＊PくO．OO1（初回調査時との比較1こおいて有意，　t一検定）
　　　　C2｝ピクミン摂取証は調理によ損耗率（ピタミソA20％，B，30％，Bz25％．C50％）を考慮した値である。
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　図2　栄養所要鼠に対する摂取割合の20年間の推移
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表12対象児の栄養所要量の2e年間の推移
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量に充たないながらも，基本食品すなわち主食として
定着していることがうかがわれるe
　さて，食品構成目安量に対して，適量を摂取してい
る対象児はO～67％で，農村と漁業地域では調査年と
共に概して増加傾向を示しているが，山村ではいも類，
油脂類および肉類の適量摂取児が2⑪年目に増えたが，
穀類，野菜類，果実類および魚介類のそれが皆無となっ
た。ついで，摂取不足児については，初回調査年にお
いて極めて多く，とくに，油脂類，緑黄色野菜，肉，
卵，および乳類において顕著であったが，経年的に減
少した。また，対象3地域に共通して，いも類，油脂
類，緑黄色野菜および肉類の摂i取不足児が20年目にお
いて皆無となったことは，注目される現象の一つであ
る。他方，多量摂取児については，初回調査年の菓子
類に20　一一　40％見られたのが，その後皆無になったこと
と，肉類のそれが漸増傾向を示し、魚介類のそれは漁
業地域では漸減して皆無となり，他の2地域では漸増
傾向にあることが注目される現象の二である。同じく
その三は，穀類の多量摂取児が20年間皆無であり，緑
黄色野菜，卵および乳類のそれが第2回調査年以来15
年間皆無であることである。
　4．摂取栄養素量の充足状況とその20年間の推移
対象児の栄養素等撰取状況の20年間の推移をまとめ
一103一
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表13　栄養所要1鼓に対する栄養素等の蝦取不足、
摂取割合 摂取不足5⑪％以下
初回調査 第3回調査 第5回調査醐査年度 （昭秘1・－44年） （昭和50～54年）（昭和61一平成元年）
調査地区
?
農
?? ?
農
?? ?
麗
??
ヱネルギー
ｨよび栄養素
?
村
??
? ?
??
村 村
??
エネルギー o 5 o o o o 0 o 0
総タソパク質 10 10 0 o 0 0 0 o o
動物性タソパク質 65 38 o 10 o o o 0 o
脂　　　　質 25 19 o 0 0 0 0 o o
カ　ルシ　ウ　ム 5 33 o o o o o o o
鉄 0 5 o o 0 o
? o o
ビタ　ミソA 25 33 80 30 o 0 0 0 o
ピタ　ミソB且 25 o o o 0 o 0 o o
ビタ　ミγBヱ 10 0 o o 0 0 o 13 0
ピタ　ミソC o o 20 20 o 0 o o o
たのが表11，12，13，図2および3である。表11に示
すごとく，栄養素等摂取量の変動係数（7－－95％）な
らびに栄養所要量に対する摂取割合の変動係数（4
～125％）は，個人別に算出した栄養所要量のそれ（O
－－V4．5％）にくらべ高値であり，栄養素等摂取上の個
人差の大きいことがうかがわれる。各栄養素別に摂取
上の個人差を検討すると，エネルギーおよび糖質はや
や小さく，他方，ピタミソAおよびDにおいてはおお
むねやや大であった。また，地域別には概して山村の
変動係数は，他の2地域に比し小さい方であったe
　栄養所要量に対する摂取割合は，各栄養素別に，地
域別に多様に推移しているが，20年目の第5回調査年
においては，鉄とピタミソDを除く他の9栄養素はそ
れぞれ所要量を超えるに至った。この間，変動幅の最
タであったのはエネルギーであり，同じく最大であっ
たのはピタミソAであった。初回調査年に比し、とく
に有意に増加した栄養素は，それぞれ山村に6項目（タ
γバク質，動物性タソバク質，脂質，カルシウム，ビ
タミソB翼およびB2），農村に3項目（動物性タソパク
質，脂質およびビタミγA），漁業地域に2項目（ビタ
ミソAおよびB1）見られた。また，初回調査年におい
て動物性タγバク質の摂取割合は，漁業地域では157％
と多量摂取域にあり，山・農村の低値（58／－一　68％）と
は対照をなすものであったが，調査年と共に前者は漸
減して是正され，後者は漸増して改善されて地域差が
縮小された。同様な軌跡を描いて推移した栄養素に，
脂質とカルシウムがある。
　つぎに，各栄養素等の適量摂取児の割合は，地域別
に多様iに推移しているが，エネルギーのそれが農村に
おいて漸増，漁業地域において漸減した。また，多量
摂取児は漁業地域に比較的多く見られたが，漸減して
皆無となり，摂取不足児は初回調査年にはかなり見ら
れたものの，第3，4回調査年以降3地域共に皆無と
なった。なお，第5回調査年の山村では，上記3区分
のいずれにも該当する対象児が全く見られなくなった
ことは注目される現象である。
5．摂取エネルギー比および栄養比率等の20年間の
　　推移
　対象児の摂取エネルギー比の推移は図4に示すごと
く，地域差を有しつつ，適正域に接近する方向へ，糖
質エネルギー比は有意に減少，脂肪エネルギー比は有
意に増加の傾向をとり，さらに，タソバク質エネルギー
比は初回調査年に各地域のそれが11～18％の間にあっ
たのが，差が減少しつつ；14～15％に平準化した。第
3回調査年頃から，漁業地域についで農村においても，
適正域を逸脱しての進展が見られ始めたが，第4回調
査年以降は殆ど変化はみられず，20年目において，タ
γバク質・＝ネルギー比は3地域共に適正域を超え，糖
質エネルギー比は農村および漁業地域において適正域
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適量・多量摂取児数の10～20年間の推移
（単位：％）
適量摂取91－110％ 多丑摂取151％以上
初回調査 第3回調査 第5回調査 初回調査 第3回調査 第5回調査
（昭秘1～44年） （昭秘O－54年）（昭和61～平成元年 （昭秘ト44年） （昭和50～馳年） （昭和61一平成元年）
? ? ????
農
??? 農 ???? 農 ???? ? ???? 農 ???
村 村 域
? ? ? ? ?
域 村 ・村 域
? ?
域 村
? ?
55 3呂 70 60 43 50 o 8B 44 0 0 0 o o o o 0 0
25 19 10 50 21 ユ9 0
? 33 o 5 30 0 7 13 0 0 o
5 14 20 40 29 13 o o 22 o o 60 10 21 4‘ 0 0 o
20 10 20 40 36 13 o 13 o 0 5 10 10 14 6 o 0 0
25 5 40 40 21一 6 0 0 o o o 30 o 7 19 0 o o
30 5 10 60 26 25 0 38 44 0 19 20 0 7 13 o 13 o
0 14 o 0 36 25 0 0 工1 o o 0 o 7 o o 25 o
5 10 0 o 21 50 0 75 44
? o o 0 0 0 0 o 0
o 5 60 20 14 50 o 33 33 0 15 o o 0 o o o 0
25 24 30 30 14 13 0 33 33 10 33 0 10 21 25 0 0 o
を割り，脂肪エネルギー比は農村のみが適正域を超え
た。ここで注目されるのは，山村幼児の糖質・脂肪エ
ネルギー比の推移で，初回調査年より他の2地域に追
随しつつ改善され，15年目に適正域に至って，そのま
ま適正域に留まっており，生活環箋の僻地性が結果的
に思慮深い選択をもたらしているように思われる。
　また，穀類エネルギー比および米エネルギー比はい
ずれも減少傾向をとってきたが，第4回調査年が最も
低く，その後若干上向きとなり，20年目のそれは前者
が31～39％，後者が25－－33％の範囲にある。
　つぎに，発育期栄養に闘連のある栄養比率等にっい
て概観すると，図5に示すごとくになる。動物性タソ
バク質比については，漁業地域では初回調査年の高値
（58±9％）が経年的に改められているものの依然と
して推奨値を超えており，山・農村では初回調査年の
低値（31±3％，35±3％）が経年的に顕著に改善…さ
れ，第3回調査年以降には推奨値を超え，さらに，農
村では他の2地域を凌いで59±6％に至ったが，山村
のみは48±5％と推奨値内に再び回帰するなど，地域
差が明瞭に観察された。動物性脂質比に関しても対象
3地域の差異を一定の間隔で有しつつ経年的に上昇し
たが，第3回調査年が到達点のようであり，以後横ば
いとなり，20年目には低下してそれぞれ33～44％と初
回調査年のそれとほぼ近似する値に至った。なお，栄
養所要量の第三次改定…において，動物性脂質に魚介
頚の脂質を含めないこととなり，本調査も第5回調査
年よりそれに準拠したため，動物性脂質比の20年目の
低下にはこのことも反映しているe
　近年，小児期からの成人病予防対策に関心が寄せら
れるようになったが，ここでは第2回および第5回調
査年に限定して，摂取エネルギー1，0eOkcal当りコレ
ステロール，食物繊維，食塩摂取量，P／SおよびNa／
Kの諸項目について，15年間の推移を観察した。図5
に示すように，＝レステロールは3地区共上昇し，そ
の差は山・農村において有意であり，また，P／Sは3
地域共有意に低下した。食物繊維摂取量は農村におい
てのみ有意に減少し，食塩摂取量は僅少ながら3地域
共に減少したが，その差は有意ではなかった。なお，
Na／Kは山村と漁業地域においてやや高値であった
が，有意に低下し，一・方，農村は成人の目標摂取量鋤に
比べ大差はなかった。以上，いずれの成績も現状では
静観していてよいように思われる。
　6i体位・体力評価の20年間の推移
　表14に示すように，体位基準値に対する身長ならび
に体重の比率については，概して山村では他の2地域
に比較してやや低値であったが，いずれも93－－110％の
範囲にあり，対象児の体位はおおむね適正範囲にある
といえよう。体力評価は，調査年および地域別に多様
に推移し，一定の傾向を見出し難いが，山・農村では
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　表14対捺児の体位・体力評価の20年間の推移
　　　　　　　　　　　　凋査年度
?@　目
　初回調査
ｺ綱1－44年
第2回調査
ｺ和46－49年
第3回調査
ｺ和50一髄年
第4回調査
ｺ和56～58年
　第5回澗査
ｺ和61一平成元年
? SD ? SD ? SD ? SD ? SD
身　　長 98 2．9 95 4．5 97 3．1 97 5．O 99 1．1体位の体位推計塾巡
lに対する比率（％） 体　　重 96 7．4 93 7．5 103 8．8 98 92 98 5．5
B。dy　Ma551ndex 15．a 1．1 15．6 O．8 15．9 o．9 15．呂 o．6 15．2 O．5
平衡力 3．7 o．9 4．3 L2 3．o　　I o．8 316 工．2 2．9 1．3
山　　村 筋持久力 2．9 1．2 2．7 o．8 2．7 0．5 2．8 1．2 3ユ o．7
体　力　評　価
i3．Oを中位とする5
i階評価による）
瞬発性 3．6 1．0 3．7 L2 2．8 o．6 3．1 o．9 42 1』
調整力 2』 O．5 3．5 o．呂 3．7 0．8 35 o．9 4．3 0．7
平均値 3』 0．8 3．5 o．7 3．1 O．8 3．3 o．9 3．6 O．6
身　　長 lo5 3．4 98 2』 99 4．9 100 4．7 99 4．2体位の体位推計基準
lに対する比串（％） 体　　重 110 6．O 95 6．o 95 王3．5 100 7．6 ”97 10．2
Body　Ma531ndex15．6 L3 14』 ≒弓 14．9 1．2 15．7 L6 15．0 o．9
’農　　村 平衡力 3．4 O．8 3．2 0．7 3．4 0．8 4．2 1．3 3．8 L2
筋持久力 2．6 o．9 2．3 O．8 2．1 o．7 3．2 O．5 2．o 0．6
体　力　評　　価
i3．0を中位とする5
i階評価に主る）
瞬発性 3．工 0．9 3．1 0．9 2．1 0．7 22 O．5 3．8 o．4
調艶力 3．4 0．7 3．7 0．7 2．7 o．7 4．4 0．6 4．5 O．8
平均値 3．1 O．8 3．1 0．8 2．6 0．7 3．5 o．7 3．5 0．7
1日当り歩行歩数 一 lo，7431，241
身　　長 103 42 98 2ユ 97 4．3 101 3．卓 101 4．7体位の体位推計基準
lに対する比率（％） 体　　1重 101 7・0． 95 9．0 99 ユo．5 104 6．9 99 13．5
Body　Mas51ndexユ5』 L7 15．2 1』 152 o．9 15．7 0．9 M．9 n
漁業地域 平衡力 3．2 0．8 32 o．7 3．5 o．9 42 L3 2．7 1．0
筋持久力 3．2 d．7’ 32 o．7 3．1 1』 置二2 o．5 2．3 o．4
体　力　評　価
i3．Oを中位とする5
i階評価による）
瞬発性 2．9 0．9 3』 0．6 3ユ o．9 22 o．5 3ユ 1．ユ
調整力 32’ o．8 32 o．4 4．0 0．4 4．‘ 0．6 3．7 O．5
平均値 3．1 ρ・8 3．1 0．6 3．4 o．9 3．5 o．7 3．o o．5
1日当り歩行歩数 一 9，7832，673
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．表15対象児に対する今後の食事内容改善のための臭体的な目安
山村幼児の場合 農村幼児の場合 漁業地域幼児の場合
U澱類を30％増加する q澱類を40％：増加する ｛1臓類を30％増加する
②卵類を15％増加する ②豆類、果実類、卵類をそれぞれ 〔2）その他の野菜を10％増加する
㈲乳類を35％増加する 10％増加する ㈲卵類を25％増加する
㈲鉄を10％増加する （3｝ピタミソDを60％増加する （4｝鉄をIO％増加する
⑤ビタミγDを85％増加する ㈲ビタミソDを75％増加する
筋持久力が低い傾向がうかがわれ，漁業地域でも第5
回調査年のそれが低値である他は，平均値としては20
年間おおむね中位の成績であった。なお，対象児の1
日当りの歩行歩数は第5回調査年において，農村と漁
業地域の対象児の協力が得られ，測定した成績である
が，農村幼児において10，743±1，241歩，漁業地域幼児
において9，783±2，673歩であった。幼児の万歩計によ
る運動量の測定については，相川ら36）の東京都と神奈
川県の保育園における3歳児97名の成績があるが，そ
の平均値は8，000　・一　10，000歩の範囲にあり，本対象児の
成績が日常性を欠いたものではないことをうかがわせ
る。
7．全体的考察
　以上のごとく，日本経済の高度成長のほぼ中期から
最盛期を経て，低成長時代に至る約20年間の1時代的推
移による，新潟県の一山．・農村および漁業地域幼児の
食生活変容の実態を，6－20名の事伽こついて観察し
てきたのであるが，20年をはさんだ前後で・きわめて
近似した摂取量を示す食品群は少なく，肉類，油脂類
の著増が3地域共通に，さらに乳類の増加が山・農村
に，他方，穀類の減少が3地域共通に，また魚介類の
著減が漁業地域にそれぞれ認められ，これらの変動状
況に地域差が如実に集約されていたことが，最も注目
される現象である．これら食品摂取量の目安量への到
達には，おおむね油脂類が5～10年，肉類が5～15年，
乳類が15～20年を要しており，山村が最も長期間を要
して最も顕著な変動を遂げたものの，いまだその乳類
は適量摂取域に達していない．また・摂取食品数の増
加，食品の種類の多様化および献立内容の多彩化が観
察されるようになった。これらの現象の多くは国民栄
養調査37，ならびに新潟県民栄養調査結果3e）の推移と共
通しており，時代的背景のもたらした生活環境の轄
の一反映とみなすことができる。
　同じく，栄養素等摂取状況においては，総タソパク
質，動物性タンパク質，脂質およびカルシウムの摂i取
量に関しては，漁業地域では初回調査年よりすでに充
足されていたが，山・農村では5－15年を要して，顕
著な増加により充足されるなど，地域別に対照的な軌
跡を描きつつも，おおむね改善の方向へ推移してぎた。
今日，子どもの食生活の乱れが世の閨心を集め，栄養
素等摂取状況の偏りが指摘されている：5）39M°）が，それ
らの事象に比べるならば，対象児の母親は，本調査へ
の協力の意図に子どもの食事内容の把握をあげ，就労
と家事労働の多忙な中を，年四回の調査に協力される
など，食生活への関心は比較的高いものと推察される
ことからtあるいは得られた成績は，新潟県の一般の
状況より良好であるかもしれない。しかしながら，3
地域に共通して鉄摂取量のみは漸減傾向をとり，また，
ピタミソDの摂取割合は依然として16～44％という極
めて低い状況にある。幼児期の鉄摂取不足は他の諸調
査41）421においても指摘されている現象である。ビタミ
ソDの不足は日光照射による皮膚での生成の問麺もあ
り，その評価は難しく，しかも従来あまり問題視され
て来なかったが，発青期ゆえにその充足は図られるべ
きであり，それはまた魚介類の意図的な摂取により，
かなり改善しうるものと思われる。
　これまでの数年間隔の5回の調査成績により描かれ
る，幼児の摂取栄養の軌跡は，少数例ゆえに普遍性を
期し難いものの，山村と漁業地域でil　15年目（昭和
56、58年）の時点が到達点の様相を呈しているように思
われる。すなわち，栄養素等U項目中それぞれ9（82％）
ないし8（73％）項目が，その後において下降または
横ばい傾向をとっていることによる。他方，農村では
その後も1頭目のすべてが上昇傾向を辿っている。い
わゆる都市化傾向の到達点の食物・栄養素等摂取状況
と，成人病早期発症を招来する食事内容との閨連性に
ついて関心が持たれるので，この点に関し，今後共検
討してみたいと思う。
　現在の栄養学の示す所要量・目安量に照らして20年
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目の調査成績から，今後のより具体的な改善目安をi導
き出すならば，表15のように総括されるであろう。な
お，成入病予防に対置して対象児の食物・栄養素等摂
取の現況を考察するならぱ，タソパク質，脂質，コレ
ステP一ル，食物繊維および食塩の摂取量，P／Sおよ
びNa／K等の平均値に関しては，いまだ艀観してい
てもよいように思われる。しかしながら，現況の上昇・
下降線がそのまま鈍化することなく延長されることは
好ましくないe早速配慮されるべきことは，穀類エネ
ルギー比の適正化を図ることであろうe
　幼児の食生活の善溝にとって，幼児の生活の基礎で
ある家庭の機能の重要性を見直し43），かつ，自給できる
米を主軸に，改善された転統的食様武を，現代食との
バラソスを保ちつつ伝承して行くこと44）45）‘6）がいかに
大切であるかを，改めて痛感させられる。その方向に
沿って，21世紀をになう幼児の食生活指針が策定され
るよう望む。
　今回の対象3地域は，これまでの高度成長のもたら
した恩恵に加えて，大自然の恵みを身近かに享受でき
る生溜環境にあるが，農村および漁業地域はスーパー
マーケットや外食産業に包囲され，食料入手が安易に
出来ることがむしろマイナス要因として，逆に，山村
はなお残る豪雪と僻地性の隆路のゆえに，食料入手上
の適度の抑制がむしろプラス要因として，それぞれ作
用しつつ今後共推移して行くのではなかろうかと推測
される。いずれにしても，家庭の，あるいは母親の愛
情と叡知がその推移を左右するものと思われる。
　　　　　　　　　　要　　約
　幼児栄養をより的確に把握するために，昭和40年代
前半から平成元年度までの約20年間に数年間隔で5
回，山・農村，漁業地域幼児の食物・栄養素等摂取状
況について検討を加えた亡対象児は4－6歳児6－一　2e
名（延175名）で四季の各連続3日間（通年12　B問）の
食物摂取状況を個人別に秤量し，食品構成ならびに個
人別に算定した栄養所要量と対比して，5－20年間の
推移の状況を調べ，以下の結果を得た。
　Cl）摂取食品数は1人1罠当り13～21→25～32種類
へ，動物性食品数は2－一　5→5～7種類へ，間食食品
数は3～4→5種類へ増加したが，山村は他2地域に
比し常に少なかったe
　｛2｝食品摂取状況については，3地域共通に有意な
増加は肉類と油脂類に，また乳類の増加は山・農村に
認められ，減少したのは穀類と，漁業地域における魚
介類であった。3地域のいずれかが適量摂取域に達し
ない食品群の数は初回調査年にIO，第3回調査年に7，
第5回調査年に4（穀類・卵類，3地域共通；その他
の野菜，漁業地域；乳類，山村）と地域差を有しつつ，
漸減した。
　㈲　栄養素等摂取状況については，5　一一　20年を要し
て鉄（山村・漁業地域）とピタミソD（3地域共通）
を除き，所要量を超えた。漁業地域では当初より所要
量を充足する栄養素が多く，山・農村とは対照的であっ
たが，経年的に地域差が縮小される傾向が認められた。
　（4）摂取＝ネルギー比については，穀類・米・糖質
エネルギー比は漸減，脂肪・タソバク質エネルギー比
は漸増し，いずれも山村以外の地域では，10～15年間
に概して適正域を僅少ながら逸脱して推移している。
　（5）　　動物性タソlcク質上ヒiま1，　漁業地域　（58→55％）
と，山村（31→《8％）・農村（35→59％）とは対照的な
軌跡にて推移し，動物性脂質比は50％以下にあり，摂
取エネルギー1、000kcal当りコレステロール摂取量は
漸増，同食塩摂取量は漸減，同食物繊維摂取量はさし
たる変化なく，P／Sは漸減，　Na／Kはおおむね漸減
して成人の目標摂取量に集約されている。
　（6）対象児の体位の体位推計基準値に対する比率は
93　一一　110％の範囲にあり，体力評価はおおむね中位の成
績であり，農村と漁業地域の対象児の平均1日当り歩
行歩数は9，800～10，700歩であった。
　終りに臨み，本厨究に際してご懇篤なご指導を賜わ
りました本学学長塚原　叡先生，新潟大学医学部公衆
衛生学教授豊嶋英明先生に厚く御礼申し上げます。ま
た，コソピュータ処理によるデータ解析についてご指
導を賜わりました同講師林　千治先生ならびに同助手
宮西邦夫先生に深く感謝申し上げます。さらに，調査
の進行上限り．ないお力添えを賜わりました源保育所，
大形保育園，あおい幼稚園および松浜みなと福祉保育
園，吉川町尾神の歴代の区長および大形農協の歴代の
参事の各位，松浜漁協の故南要一理事，ならびに20年
間の各調査期に，煩雑な調査に真摯にご協力下さいま
した調査対象世帯の方々，とくに延工75名の対象児のお
母様方に深く感謝申し上げます。
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